



経済研究所 / Institute of Developing







































描 写 し た The Macroeconomics of Populism 

























































































































































年から 1980 年までの期間が年平均 5.9％で
あったのに対して，自由化後の 1999 年か
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政経学会は 3 年後に 50 周年を迎える伝統あ
る学会で（ちなみに私はこの学会発足と同
じ年の生まれなのですが），おそらく日本の
地域研究関連の学会の中ではかなり古いほ
うでしょう。会員が社会科学の問題意識を
共有するというメリットのおかげで，小規
模ながら活発な学会活動が続いています。
学会歴が浅い私には身に余る大役と思いま
したが，これまで政経学会で中核的役割を
果たしているアジ研と神戸大学の両方にお
世話になっているという縁もあって，思い
切ってお引き受けすることにしました。本
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誌読者各位のご指導ご鞭撻をお願いする次
第です。
政経学会は，学界の主流に沿って若手研
究者が統計実証を重視する志向を支持して
研究発表の機会を提供します。同時に，固
有の特殊性に注目し，一般理論の常識にあ
えて挑戦するような地域研究を積極的に評
価します。このような伝統を守ることで，
学問の多様性の維持に貢献できるのではな
いかと思います。
（はまぐち・のぶあき／神戸大学経済経営研究所教授）
